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■研究概要

インフルエンザウイルス（季節性、パンデミック及び高病原性鳥

インフルエンザウイルスを含む）に対するワクチンや抗ウイルス薬、

新規免疫療法の開発をしている。

高病原性鳥インフルエンザウイルス感染におけるヒトの死亡原因

を明らかにするため、ウイルス感染により重症になるカニクイザルの

実験系を確立した。この実験系により、インフルエンザが重症化する

原因が徐々に明らかになってきており、感染による死亡を防ぐ新た

な免疫療法を模索している。 

■応用展開・共同研究テーマ例

・インフルエンザウイルス感染の新たな免疫療法の研究

・抗インフルエンザ薬の前臨床研究としての有効性評価
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■関連文献・特許
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研究シーズ

－ カニクイザル感染実験系を用いた新たな免疫療法の模索 －

■研究者からのお願い（ニーズ）

・上記共同研究テーマのパートナーを見つけたい

・ワクチンの効果増強に関する共同研究をしたい

・抗インフルエンザ薬の候補物質を見つけたい

インフルエンザウイルスカニクイザル感染実験系
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